
対向照射加熱におけるコアからの 

X 線輻射観察結果 
Observation results of the X-ray emission from the core at the fast ignition scheme fusion 

with counter-irradiation. 
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対向直接照射高速点火方式による核融合中性子生成の実証実験並びに、炉用ドライバである半導体励起レー

ザー（HAMA）を用いた高繰り返しレーザー核融合開発を行なっている[1]。今回、対向直接照射、同軸高速

点火システムを構築した結果、コア加熱によるX線発光を観測し、熱核融合中性子をショットあたり1000個検

出した[2]。本講演では、同実験における圧縮、加熱の合計4つのレーザービームを同軸対向照射したときに生

成されるコアプラズマからのX線輻射についてX線ストリークカメラで観察した結果について報告する。また

対向照射によるコア加熱のメカニズムを解析するために、大阪大学GXII並びにLFEXを用いて行った爆縮コア

からのX線輻射観察結果についても併せて報告する。 

対向爆縮時のプラズマ挙動を計測するシステムは、円盤

型ターゲット駆動装置、照射光学系ならびに計測システム

から構成される。プラズマ計測システムには、加熱レーザ

ー光をトリガにした約 1ns のストリーク挿引可能な X 線

ストリークカメラ（HAMAMATSU PHOTONICS：

Model:C4575-03）を用いた。対向する２つの CD 平面タ

ーゲット膜の厚み、圧縮レーザー、加熱レーザーのそれぞ

れの照射タイミングなど、シミュレーションを基に最適化

し、その結果、CD ターゲット膜の厚さ 11 μm、照射遅

延間隔 1.3 ns にしたときに対向照射衝突による CD コア

形成を観察することができた。 
次に、大阪大学 GEXII と LFEX を用いたコア加熱のメ

カニズムを解析するために、CD シェルターゲットに 2 ビ

ームの GXII を照射したときのプラズマ挙動を計測し、最適な LFEX 照射タイミング導出を行った。そして、

この計測から得られた照射タイミングにて高速点火を行った結果、5×108 個の中性子が計測され、高速点火

方式の実証に貢献した。 
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Fig. X-ray Streak image of heating of the 
imploding foils at 1.3ns delay. 
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